
ほかんきかん

(2) 弁償および懲戒

物品を亡失または損傷した場合の弁償責任の有 1!!\ は， J11'蔵品

については股然局長が， 決算品については支社長(鉱業所にあ

っては鉱業所長)が検定を行い，故意または盛大な泊失による

ものと認められるものについては， 11寺{簡によりその fillî絡または

滅拡l Wli絡を弁償させる。ただし物品の取扱者または使J1j者が，

故意または重大な過失により物品を亡失しまたはttl傷した場合

の物品目i納役または物品出納員の保管責任については， 正規の

際的を怠ったときは， 懲戒その他相当の処分を免れることがで

きな L 、。

なお弁償のほか懲戒その他相当の処分を併科する必要がある

と問、められる場合は，関係局所長に対して処分の要求を行い，

弁償と 懲戒その他の処分を併科することができる。 (ìW水光手11)

ほかんきかん保管期間 活駅到芳貨物を荷受人がし、つまでも

引lJJtしを受けず駅構内に保管の状態にf泣くときは，迎輸上支障

をきたすので，つぎのように保管矧附を定めて， 百 I lJJtしのそく

ì1主をはか ってい る。

到着通知lを出したとき，到着通知l不裂の免.ì'L特約があるとき

は引渡準備の終ったとき ， または通知lにかわる掲示をしたとき

から起n し ， つぎのとおりである。

l 小口扱貨物

(1) 火芸書類 21時間

(2) 動物， 火薬類以外の危険品および汚わい品 121時間

(3) その他の貨物 その翌日中

2 111扱貨物

(1) 貨車の場合

ア 火薬類(火薬草固と他の貨物とを共i依した場合を含む)

211寺I剖

イ その他の貨物 511寺間

(2) 自動車の場合 11時間

なお上司のJVJ聞を経過すると貨物保管料を収受する。

(猛練直樹)

ほかんてんかん 保管転換 物品出納役から他の物品出納役

に物品目の本保管を移転する こと。すなわち物品はj討・政品たると

決算品たると，予備i品たるとその整政区分のいかんを!日]わず，

すべて物品出納役の保管に属している。しかし国鉄のあらゆる

機関に所花する物品のすべてにわたり，物品出納役が保管する

ことは困難であるので，一定範闘の物品については物品出納員

を設置して保管を分撃させる(この場合には物品出納役はこれ

を股督することになる)のであるが， 物品出品~役聞において整

l'J!区分には変更を生ぜず， 保管責任の帰属だけが変ることを保

管転換といい，また物品出納役と所属物品出納良との聞におい

て，保管賞任の帰属だけが変ることを保管換とし 、 L 、， tlíj1告と区

別 しているのである。その場合にも共通することは物品の整理

区分が変らない という点であり，保管資任の転移とともに，き主

恕区分が変る場合(たとえば貯蔵品を払出して決算品とする場

合)または物品出納役と所属物品出納員との聞において，保管

i~任の転移とともにその物品の性絡が変る場合(たとえば物品

出納役から物品出納役たる工事担当者に使用を目的として貯成

品の引波しをする場合，工事担当者から物品出納役に工事の発

生品をJfr放品に受入れるため引渡す場合等)においては保管転

換または保管換の範囲に属さないのである。保管!伝j換は通常略

して{呆転とも呼ばれるが，保管換も略して保阪と呼ばれる場合

もある。

保管転換はj守政品，決算品およひ.予備品のいずれの場合にも

なされるのであるが，保管t!，~は通常決針。 Ir-~についてのみなされ

る事項である。

すなわち工事担当者に引波し前の貯放品およひ.予備品につい

ては，物品出納員が保管業務を分掌することがあるが，これを

出納する場合はすべて物品出納役の名においてなされることに

な っ ている。したがってこれを他の物品出納役に対し， そのま

まの経理区分で払出す場合は，保管転換となるが， 所属の物品

出納員(工事担当者等)相手に払出す場合は，通常使用を目的と

した引波しすなわち決算を前提としており，単なる保管場所の

転移ではなく ， また物品出納員が使用を目的として引渡しを受

けたj狩紋品や予備品を他の物品出納員に送付することもないか

ら保管放と L、う事態も生じないのである。これに対し，決J):

品についてはすでに政府として計上されたものであるから，使

用し得るか年りはそのまま使用できるものである。したがっ て

これを保管する物品出納役から，新たにこれを必裂とする物1HA

出品~役に送付する場合(物品出納役所属の物品出納員が保信;す

るものを ， 他の物品出納役またはその所属物品出納員に送付す

る場合を含む)は保管転換となり，物品出納役から所属の物品

出納具に送付する場合，および物品出納役所属の物品位i納員聞

で受j受する場合は保管換となるので為る。

保管転換のn思を表示し，かっこれを進行させるものとして

は保転葉および保転伝猿または物品送付警がある。保転採は時!

(討!;Ki!f→保 l伝命令窃)乙(発送報告)丙(代理発行通知音It命発通

知1) の 3 片からなり ， 物品出納長(分任物品出納長を含む， 以下

同じ)が他の物品出納長から物品の保管転換を受けようとする

場合に発行するものであり ， 保転伝票は控(発行箇所長主P!"(発

側決算筒所)乙(受iJIIJ決算箇所)丙(領収書)丁(送付脅)の 4 片か

らなり ， 物品出納役が相手方に貯蔵品を保管転換する場合に発

行するものである。また物品送付書は月I(発行箇所燈)乙(代lilli

報告笛)丙(領収諮)了(送付讃)の 4 片からなり ， 保転伝梨， 引渡

架等を発行しないで物品を送付する場合に物品出納役または物

品出納員が発行するものである。

保管転換の意思表示は，通常保管転換を受けようとする倒IJす

なわち受側から行うものであるから， 保転裂も原則として受側

において発行することにしており，その表意者は物品出納長と

定めている。物品出納長を表意者と定めた事由は， 物品出納役

や物品 l品納員は善良な管沼!者一の注意をもって保管し，これが出

納をその任務とし，物品を自らの意思によって出納する権限を

有せず，必ず物品出納長の命令にもとづいて出納するものであ

り ， 物品を受入れたり払出したりする発動者は物品出納長だか

らである。しかし中央調達品を充当と同時に保管転換する場合，

石炭を保管転換する場合， 使用現場その他に散在する丙極Jtj'成

品を所定の集中用品/ilïに保管転換する場合等においては，必ず

しも受削IJにおいて保転架の発行を行うのを得策としないので，

このような場合には例外的に充当計画者，関係地方資材部長，

発 ílliJ物品出納長等にi*転架の発行を代理させ， また委任するこ

とができるのである。

このようにして発行された保伝票は，当該現品を保管する物

品出納役(物品H1納員を含む)の所属する物品出納長に送付し，

物品出納長はこれに出納命令をして所属物品出納役に送付する。

物品出納役がこの保転梨(保転命令書)を受取った場合はすみや

かに現品の発送準備を行い，その終了を待ってI刻係帳簿を払出

すとともに， Jtj'放品の場合は{利尿伝票，その他の場合は物1171送

付 識を発行して!J'! sf~ と問 H寺に受側の物品出納役に送付するので

あり，これにより物品受授の i明確を期するとともに， i呆転伝梨

("fl ・乙片)はJt-î'iI州五勘定を獄送品勘定に娠替える伝狭(様替伝

架の一極)として所属の決算箇所に送付するのである。
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